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表1．試験区の構成
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1　は　し　が　き

水稲品種コガネヒカリは，昭和57年に岩手県中部以南地

方を対象として新しく奨励品種に採用され多収．良質であ

ることと耐冷性の強いことから急速な普及拡大が見込まれ

ている。そのためこの品種に適した期待生育量を明らかに

し，より安定良質多収栽培技術の指導を図る必要がある。

現在までの施肥反応および刈取適期等の試験結果から指標

となる知見が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次　　昭和56～57年

（2）試験場所　　岩手県立農業試験場県南分場

褐色低地土江刺統

（3）供試品種　　コガネヒカリ．トヨ二シキ（比較）

（4）試験区の構成　　表l

（5）育苗様式　　推苗移植条件（4月17日播種）

（6）移植期　　5月12日

（7）栽低密度　30×15m　22．2株〝．5本植／株

3　試　験　結　果

（1）草丈・茎数の推移

基肥室素量の増施につれて，草丈の伸長，茎数の増加崩

表2　出穂，成熟期凋査
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が大きくなり基肥星を1．0吻／aに窒素レベルを上げると0．6

～0．8旬／aに比較し卓丈で10％，茎数で1596程度（7月23

日調査）それぞれ勝り薫色が潰厚で軟弱傾向となる。

（2）出穂・成熟斯

出培・成熟期は窒素基肥童の増施に伴い遅れるがトヨニ

シキよりやや甲目である。悍良は基肥1．0tg／aレベルで80

用以上の長梓となり倒伏が多くなる。樟数は基肥旭0．6～

0．8上ダ／8，－25日追肥でトヨ二シキ並か16％程度増加する。

－25日，－15日の2回追肥によって大巾な棲数増加はみら

れない（表2）。

（昭57．施，反）

；品 種 名

L

基　 肥 追 肥 時 期 ♯
（出 穂 前 日数 ）

出 値 鞘 成 熟 期
成 熟 時 調 査 l 有効 吏

歩 合梓　 長 瞭　 長 倍　 数
（匂／ 8 ） （日） （月 ・日 ） （月 ・日 ） （椚 ） ‘㍍ ） （慕 ／材 ） （％）

廿 ．ヲ．＿干．㌣ チ

コガ ネ ヒ カ リ
0 ．6

－ 2 5 8． 1 4 1 0 ． 1 8 1 ．6 1 8．2 5 0 8

－ 2 5　 － 1 5 ．1 3 9 ．2 8 7 4 ．4 1 8 ．6 5 0 4

－ 2 5 ．1 2 ． 2 6 7 1 ．4 1 7．5 5 0 0

－ 1 5 ．1 2 ． 2 6 7 4 ．4 1 8．1 4 8 4

倒伏程度

5

　

2

　

0

　

0

0
0
　
2
　
2
　
2

5

　

′

h

U

　

′

0

　

5

ト ヨ 二 シ キ

コガ ネ ヒカ リ
0．8

－ 25 8．14 10． 5 8 5．0 1 8．1 5 4 2 5丁二4 ‾

－ 25　 － 1 5 ．13 ． 2 7 9．5 1 8．5 5 8 2 6 0．6

－ 25 ．13 ． 2 79．6 1 7．9 5 9 1 5 7．8

－ 1 5 ．13 ． 3 7 9．1 18．0 5 4 8 5 4．3

ト ヨ ニ シ キ

コガ ネ ヒカ リ
1．0

－ 2 5 8．1 5 10． 9 9 0．9 17．9 5 6 6

－ 25　 － 15 ．1 4 ． 7 8 2．9 18．1 6 1 5

－ 2 5 ．14 ． 4 8 2．7 18．2 5 8 8

－ 1 5 ．1 3 ． 1 8 7．2 18．0 6 3 7

5

　

9

　

3

　

0

5

　

7

　

5

　

7

5

　

5

　

一

．

ヽ

J

　

5

7

　

2

　

4

　

9

0

　

0

　

0

　

0



一2－ 東北産3　業研究　　第　33　号（1983）

（3）玄米収量

精玄米重は基肥uo．6～0．8桓′／a．一一25日追肥でトヨニ

シキ継かそれ以上の多収（収：霊モ指数98～103）を示し′こ。

一万欄258，－15日2担J追肥では106～111．－15日1回

追肥が107と施肥時期，施肥恒I敬に対応して増収傾向がみ

られる。

（4）施肥法と収墟構成要素

窒素基肥量1．0桓／aでは籾数3．9～4．0万柏／ガで豊熟

歩合．玄米干柁重の低下が著しい。更に0．6～0．8辱／a　レ

ベルでは2回追肥が3．4～3．8万拉／ガと籾数多く豊熟歩

合87．7～78．6％玄米千粒重22．2～21．7才と変動が大きい。

しかし－2581回追肥では粗放3．3～3．7万拉〝，豊熟歩

合81．6～80．6％玄米千拉重22．7～21．9才と籾数が確保され

豊熟歩合も80％以上で変動が少なく安定している。一一15日

追肥では籾数が3．0～3．5万粒／ガにとどまり籾数の確保が

充分とはいえない（図1）。
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図1　収量構成要素（昭57．施・反）

（5）施肥法と玄米粒厚別分布

基肥一量別玄米粒厚別分布は粒厚2．0椚以上の割合が基肥

姐0．6～0．8七才／8では100～92．梢と90％以上を占めている

のに対し，1．0極／aでは88．2％と劣っている。また．1．9

卿以上の割合でも1．0匂／8レベルの基肥量の多投で粒厚の

肥大が劣っている。

（6）玄米品質

成熟期の玄米品質は基肥0．6～0．8たぎ／a，－25日追肥で

盤柁歩合　凋め品質良好で検査等級が摩れ最も安定してい

る。そ刀生の区では未熟粒や被害相等の多発によって品質

が劣下し従って検査等級も低位にとどまっている。

（7）籾の哉化と粗水分

刈取時期ごとの籾の黄化割合と籾水分の変化速度はトヨ

ニシキよりやや早い。出依後の積算気温からみた成熟期は

基肥享止0．6吻／aで967～985℃．0．8辱／aでは1052～1072

℃である。

（8）刈取時期と玄米品質

刈取時期別玄米の整柁歩合．未熟粒．胴割粒の推移は，出

依後の積算気温で1200℃を超えると胴割粒，被害粒が急激

に発生することから1200℃が刈取の限界である（図2）。
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図2　刈取時期と品質（昭．57．施・反）

（9）期待生育蛍の策定

（か　jガ籾数と玄米収出には正の相関があり粗数の増加が

即収塁増に連がりガ当り籾数3．6～3．7万校で63．1～64．7毎

／aとほほ650桓／aの玄米収量が確保されている。

②　ガ当り枚数と登熟歩合には負の相関があり組数3．6

～3．7万拉／材で登熟歩合79．5～78．896と3．7万桂台が豊熟

歩合80％確保の限界であるとみられる。

⑨　以上のことから650辱／8以上の収童を見込む際の期

待生育星を次表のとおり帯定した（表3）。
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4　　ま　　と　　め

（1）水稲品種コガネヒカリの窒素施肥反応，刈取時期，

期待生育壷について検討した。

（2）窒素基肥星はトヨニシキ並の0．6～0．8匂／a追肥時

期は－25日（幼徳形成期）に窒素成分出で0．2鳥ダ／a程度の

1回施用が収舅一占‾占質的に最も安定しており倒伏の危険も

少ない。

（3）刈取時期はトヨ二シキよりやや早めの1050℃を目途

に実施することが好ましい。


